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研究の目的   

パ プ リ カ は 品 種 ご と に 草 勢 や 収 量 性 が 異 な り ま す 。 ま た ，栽 植 密 度 は 作 業 性

に 大 き く 影 響 を 及 ぼ し ま す 。 そ こ で ， 草 勢 の 違 い を 基 に ， 収 量 と 作 業 性 が 最 も

高 い 栽 植 密 度 を 明 ら か に し ま し た 。  

 

研究成果   

 

（ １ ） 草 勢 の 異 な る パ プ リ カ の 最 適 な 栽 植 密 度 は 以 下 の と お り で す 。  

 表 １  草 勢 が 異 な る パ プ リ カ（ 大 果 形 品 種 ）の 最 適 な 栽 植 密 度（ 主 枝 本 数 ） 

草 勢  特 に 強 い  強 い  弱 い  

最 適 な 栽 植 密 度  6 . 3～ 7. 5本 /㎡  7 . 5～ 8. 5本 /㎡  

品 種 例  サ ッ ポ ロ  ナ ガ ノ  ス ペ シ ャ ル  

  *草 勢 は 日 射 量 に 対 す る 茎 葉 乾 物 増 加 量 ， 茎 葉 伸 長 量 ， カ タ ロ グ を 基 に 評 価 し た 。  

 *草 勢 は ５ 段 階 評 価 （ 特 に 強 い ， 強 い ， 普 通 ， 弱 い ， 特 に 弱 い ） と し た 。  

 *最 適 な 栽 植 密 度 は 収 量 性 ， 作 業 性 ， 収 益 性 ， 過 去 の 知 見 等 を 総 合 判 断 し た 。  

 

（ ２ ） 受 光 量 に 対 す る 着 果  

数 の 違 い を 調 査 し た と  

こ ろ ， 草 勢 が 「 特 に 強  

い 」 サ ッ ポ ロ は ， 草 勢  

が 「 弱 い 」 ス ペ シ ャ ル  

に 比 べ ， 同 じ 受 光 量 で  

も 着 果 数 が 多 い こ と が  

解 り ま し た （ 図 １ ） 。  

 

            

             図 １  サ ッ ポ ロ と ス ペ シ ャ ル の 受 光 量 当 た り の 着 果 数  

 

利活用の留意点等   

 研究成果の背景となる試験概要は以下のとおりです。 

 ①栽培施設：農業園芸研究所内パイプハウス（間口6.3m，奥行12m，軒高3.3m） 

 ②栽培様式：やし殻を培地に用いた養液栽培（EC1.2～1.8dS/m） 

   主枝7.5本/㎡区は主枝３本仕立て，6.4本/㎡区は２本仕立て 

 

より詳しい内容は「普及に移す技術」第９５号（令和２年４月発行）

「草勢の異なるパプリカにおける最適な栽植密度」をご覧ください。 

https://www.pref.miyagi. jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html 
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